
調査期間
2023 年 12 月
-2024 年 2 月



対象 37 家庭中 有効回答 31 件

農家７家庭（23%）

漁師 12 家庭（39%）

公務員 4 家庭（12%）

その他 8 家庭（26%）

（飲食・介護・造園・寺）

家庭の職業 兄弟の人数

厚田 13 家庭（42%）

発足 6 家庭（20%）

嶺泊 1 家庭（3%）

望来 9 家庭（29%）

聚富 2 家庭（6%）

居住地域

1 人 6 家庭（20%）

2 人 12 家庭（39%）

3 人 7 家庭（23%）

4 人 4 家庭（12%）

6 人 2 家庭（6%）

農家

7 家庭
その他

8 家庭

漁師

12 家庭

公務員

4 家庭

1 人っ子

6 家庭
厚田

13 家庭

発足

6 家庭

望来

9 家庭

聚富
2 家庭

嶺泊
1 家庭

2 人

12 家庭

3 人
7 家庭

4 人
4 家庭

6 人
2 家庭

資料 p.3 から始まる「回答結果」では、「子どもの

年代・回答者の人数」で「色分け」を行いました。
小学生未就学児 中学生 高校生 複数人

＜子どもの年代＞

アンケート

10 項目

＜回答者の人数＞

1. 厚田での子育てで困っていること、望んでいること

2. 部活や習い事はしているか

3. 部活・習い事で大変なこと、良いこと

4. 部活・習い事ができない理由、改善案

5. 放課後・土日の遊び場所・遊び方・いっしょに遊ぶ人

アンケート調査対象者の基本情報

（回答率 83%）

6. 放課後に子どもが集まれる場所について

7. 子どもの居場所が厚田にあるといい理由（実施は平日か土日か）

8. 居場所は使わないがあるといい・なくていい理由

9. 厚田に必要なヒト・モノ・コト

10. その他（高校生の通学情報）

2 3 2 1

8
2
3

2
1

「子どもの年代別」で回答数を記載

（記載例：全回答　　人のうち）

未就学児 2 人

小学生 3 人

中学生 2 人

高校生 1 人

8

集落支援員のやぎゆきが、あつクラ大作戦！の皆さんとの話し合いから、

「厚田の子どもたちの現状ってどうなってるの？」とギモンが沸き、未就学児〜高校生のお子さんを持つ

「保護者」の皆さんを対象に、このアンケートを実施しました。

より子育てしやすい、暮らしやすい厚田にするために、今回の結果を活用していけたらと思います。
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アンケート調査対象者の基本情報

子ども 68 人中
未就学児 34 人中

未就学児 34 人（50%）

小学生 24 人（35%）

中学生 10 人（15%）

厚田保育園 19 人（56%）

他の保育園 7 人（21%）

自宅 8 人（23%）

未就学児

小学生

中学生

10 人

34 人 厚田保育園

19 人他の保育園

7 人

自宅

8 人

24 人

年代別の人数

保育園に通う人数

0 歳　2 人

1 歳　5 人

2 歳　5 人

3 歳　6 人

4 歳　6 人

5 歳　4 人

6 歳　6 人

7 歳（小 1）2 人

8 歳（小 2）6 人

9 歳（小 3）4 人

10 歳（小 4）3 人

11 歳（小 5）3 人

12 歳（小 6）6 人

13 歳（中 1）4 人

14 歳（中 2）2 人

15 歳（中 3）4 人

年齢別の人数　未就学児・小学生・中学生

2
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（厚田区で暮らす子ども全体の 92%）
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1. 厚田での子育てで困っていること、望んでいること

距離 子どもとその親の居場所に関する現状と要望

保育園の送迎に

かかる時間が長い

近所に子どもがいない

（家同士が遠いため）

車がないと子どもの

移動手段に困る

（習い事・遊び

→親の負担が多い）

スーパーが遠い

病院が遠い

高校の通学時間が長い

車がないと児童デイ・福祉

サービスを利用しづらい

危険 情報

現状 要望

ママ友が集まれる

場所ない

スクールバスの時間を

調整し、遊んでから帰宅

できるようにする
子どもが遊ぶ

場所がない

キャンプ場の遊具は

お金がかかる

道の駅や港を散歩

家の周りが遊べても

遊具がない

学校帰りに子どもが

遊べる場所が欲しい

スクールバスを友だちの

家の前で降ろしてほしい

子どもだけで集まる

場所が少ない

放課後保育は使わず

図書館で過ごす

レインボーが毎日

開放してなくて困る

子どもが集まる

行事がなくなった

（スポーツと食の祭典）

レインボーを利用

できない日は子ども

の居場所がないため、

中学の部活に混ぜて

もらえないか、模索

している

別狩の街灯が少ない

ため子どもが心配

冬に学校まで

歩くのが大変

旧望来小の校庭、

遊具を使いたい

一時保育の場所

が欲しい

外で遊べる場所

と冬でも遊べる

場所が欲しい

仕事が忙しい時や

休日も子どもを

見てほしい

公園が欲しい

滑り台やブランコ 親同士で気軽に集まれる

カフェ的な場所が欲しい

（気軽に集まれる場所）

中学の部活の選択肢を

増やしてほしい

ゴルフ場へ行く車が自宅

前を頻繁に通って危ない

厚田区内で得られる子育て、

習い事の情報が少ない

別狩の公園を

知らない人が多い

1 1 1

1 1 2

1 1

2 1

1 1

2 2 2

5 2 1

2
3

2

6

8

4

2

3
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子ども サポート 医療 生活

周囲

進学で大人数のクラス

に馴染めるのか

買い物に行くのに時間が

かかるため、買いだめをする

灯油タンクが外にないため、

週一で屋内の運搬が必要

カラオケやドラックストア

があると便利

お祭りがなくなって寂しい

（コロナのせい？）

花川に厚田・浜益の高校生専用寮が

欲しい（通学時間・通学料金から）

赤ちゃんがいる家庭はオムツや

ミルクを買える店が必要

スーパーが近くに欲しい

携帯の電波が悪い

歯医者さんが欲しい

薬局が欲しい（子ども

の急な体調不良）

救急の当番病院に小児科は

市内にないため、札幌や

江別の病院に行っている

厚田クリニックは対応して

もらえない検査がある

花川の施設・サポート

は充実している

子どものために花川方面に

出かけることが多い

花川に行かなくていいので

ファミサポはありがたい

保育士さん不足で小さい子

を見てもらえないのが大変

保育園の放課後預かりを

来年は利用できないかも

利用する花川の児童デイの

送迎の仕組みが複雑

同世代と遊びたい

娘が携帯ばかり見ている

（YouTube、ゲーム）

子どもが遊んでいるのを

たまに見かける

季節
夏は道の駅や海で遊ばせる

ことができるが、冬は厳しい

年齢

将来
子どもが少ない

ので成人後が心配

進学後、職場と方向

が真逆で送迎困難に

まだ若いため

困っていない

子どもが小学校低学年

の時は困っていた

問題が生じても

家族で解決できる

ようになった

1. 厚田での子育てで困っていること、望んでいること

2 1

1 1

3

2
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2. 部活や習い事はしているか

未就学児〜高校生 73 人中

スポーツ関係 7 個、21 人 勉強・音楽関係 7 個、12 人

している 22 人 (30%)

していない 51 人 (70%)

部活・習い事を…
どんな種類か…

野球 8 人

バレーボール 2 人

卓球 4 人

水泳 1 人

体操 3 人

スキー 2 人

スポーツクラブ 1 人

小学生 6（厚田）、中学生 1（花川）、

高校生 1（高校の野球部）（過去に 1）

小学生 1、高校生 1、（過去に 2）

未就学児 2

中学生 2（花川・花畔）

未就学児 1、小学生 1（手稲区）

未就学児 1、小学生 1（手稲区）

小学生 1

中学生 4（厚田）

小学生 1（西区）、（過去に 1）

未就学児 1、小学生 2（手稲区）

未就学児 1、小学生 1（手稲区）

小学生 1（花畔）

ECC 英会話 2 人

塾 2 人

英語 2 人

習字 2 人

小学生 2（花川）、（過去に 1）

中学生 1

ピアノ 2 人

リコーダー 1 人

くもん 1 人

している

していない
22 人

51 人

している人 33 人中（重複含む）

スポーツ 21 人 (64%)

勉強・音楽 12 人 (36%)

スポーツ
 勉強・音楽

21 人
12 人

P.5



3. 部活・習い事で大変なこと、良いこと

大変なこと 良いこと
選択肢 人間関係札幌市・石狩市街

その他

距離・送迎

選択肢が少ない スポーツクラブで人見知り

が緩和、人慣れした

生活習慣・態度が良くなる

挨拶がしっかりできる

ECC 英会話は宿題も出る

（小学校の準備になる）

同じく通っている同級生

の親と協力できた

情報共有ができる

厚田・学校以外で

友人ができる

コロナの流行で

バレーを辞めた

スポーツ系は

洗濯が大変

子どもがやりたい

部活・習い事がない

野球クラブで浜益

から通う子もいたが

遠いため退部した

習い事をさせたいが遠く、

通うのは大変

冬の送迎がつらい

野球・バレー・卓球の練習や

大会の送迎が大変

習い事の数や通う距離で、

家で過ごす時間は減る

厚田学園には卓球部

と文化部しかない

本格的な習い事は市街に限られる

（体操・水泳・塾・野球）

スポーツ系の習い事は練習や試合

で札幌各地に同行が必要

中学で野球部がない

（花川のクラブは遠い）

学力向上

親として野球の試合を

見るのは楽しい
興味が持てることや一生懸命

打ち込めることなら、何でも

やってほしい

子どもの成長

生活向上

望むこと

1 1

1 1 2 1

1 1 1

1 1 1

2 3

2

3

3
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4. 部活・習い事ができない理由、改善案

立地

年齢

学校が終了後に行ける

距離に習い事がないから

遠いから

送迎ができない

花川か札幌まで行く

必要がある

選択肢 望むこと やらせたい習い事

現状

子ども

小学生でできるクラブ

は野球くらいしかない

家で鉄棒をしている

本人がやりたくない

と言っている

小さい頃からやりたいことが目の前に

なかったせいか、何をやりたいのか

本人もわかっていない

厚田にやらせたい部活・

習い事がない

帰宅部になるしかない

厚田でバレーボールが

できなくなった

まだ小さいため、できる

習い事が限られる
季節

冬は厳しい

夏だけなら塾に行かせた

本当は小さい頃

からやらせたい

学校で部活を

増やしてほしい

親として何か

習い事をやってほしい

部活に野球部が欲しかった

スポーツ系・運動できる

習い事をやらせたい

ピアノ

ダンス

書道

体操

英語

歌

プール バスケットボール

そろばん

4

2 1 1

1 1

4

1 1 2

2

1 1 1

1 1

2 1

1 1

1 1

4

2

4

3

2

3

2

2
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メモ用紙
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5. 放課後・土日の遊び場所・遊び方・いっしょに遊ぶ人

屋外 屋内

遊ぶ相手

場所 場所

内遊び（冬が多い）

外遊び（夏が多い）

外出

施設要望

自宅の敷地内 自宅 友人宅

親族宅の敷地内

YouTube 視聴 テレビ視聴

ゲーム

お絵描き

スマホ・インターネット

おままごと

風船

兄弟 親戚（祖父母・いとこ）

近くに住んでいる子1 人で遊ぶ 友だち

親

積み木

ハサミで工作

おもちゃ遊び

親の職場

畑のお手伝い

（メロンのシール貼りなど）

外を走り

まわる

道の駅のふわふわ

で遊ぶ

スキー場

レインボー

道の駅

イオン

車内

探検 海辺をお散歩 ボール投げ・素振り

旧望来小学校のグラウンド

保育園の子育て支援センター・

コアラクラブ

厚田区外の

「娯楽施設」

子ども向けに厚田学園の体育館を自由開放へ

祖父母に

会いに行く

家族と

買い物

バスで

札幌へ

札幌 花川

2 4

1 1

2

2

2

2

1 1

1 1

1 1

1 3

2 5 1

1 2 1

7 3 1 3

1 1 1 2

1 2

4 2

1 1

2

2

3

3

2

1

2 1 1 友人とオンラインゲーム

1 1 2 1

2

2

2

6

2

4

14 8

5

322

3

4

4

3

6
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6. 放課後に子どもが集まれる場所について

友人との距離 子どもの主体性 遊ばない子どもたち

コロナ

スクールバス

友人宅が遠いため、

親の送迎がないと

一緒に遊べない

望来小学校があった時は

放課後に子どもが自力で

遊んでいたが、閉校して

から集まって遊ぶ場所が

なくなった

放課後は部活・クラブ活動・通塾でほぼ遊ばない

土日は部活・クラブ活動・通塾で遊ばない

家で勉強をしている友達の家で子どもが

遊ぶ時は送迎が必要

（ご近所と言っても

１キロ以上の距離）

外遊びはしたいが、

コロナ流行後は家で

ゲームをするように

バスの中で友だちと

遊ぶ約束をしている

全回答 31 人中

あるといい 22 人 (70%)

使わないがあるといい 6 人 (20%)

なくていい 3 人 (10%)

あるといい

使わないが
あるといい

なくていい

22 人

6 人

3 人
厚田に子どもの居場所はあるべきか？

5. 放課後・土日の遊び場所・遊び方・いっしょに遊ぶ人

2

1

2

1

4 4

2

8
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7. 子どもの居場所が厚田にあるといい理由（実施は平日か土日か）

平日（8 人が希望） 土日（3 人が希望）
時間・回数 保護者の仕事

週末の居場所として

居場所としての要望

農家であるため、

夏の平日夕方 18 時

ごろまで利用できる

とありがたい

夏の土日は飲食店の

仕事があるため、

預かって欲しい

土日に子どもを預けたい

平日は保育園の預かりを利用するため

土日利用を希望する

土日のどちらかの

開放で良い

土日に朝市で働いている

親は必要だと思う

仕事をしている親なら、

子どもの居場所がある

のは助かる

平日だけでいいから、

預けられる施設がある

と親として安心できる

児童館のような

場所があるといい

一時帰宅だと時間が

ないから、学校帰り

に利用できる場所に

作ってほしい

帰りのバスが

あれば使いたい

土日はレインボーに行くため

平日利用を希望したい

遠い場所だと行けないが、

平日の保育園終了後に

行ける距離なら行きたい

平日夕方の 1、２時間

平日週３（1 日おきくらい） 平日週 2

平日は毎日やってほしい

1 2

1 1

1 22 4

1 3

2 1

1

3

6

2

3

3

5
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平日＆土日（13 人が希望）

冬よりも夏にやってほしい 厚田区内にあれば、送迎時間が短くなるので嬉しい

週 1 回でも遊ぶ機会が

あれば子どもは喜ぶ

あればあるだけ使いたい

子どもの遊ぶ場所がないから子どもに運動を促せる内容にしてほしい

親がいなくても子どもだけで

遊べる仕組みがあってほしい

平日・土日どちらも

開放してほしい

友だちが行くなら自分の

子どもも行くと思う

以前、子ども会で旧望来小体育館を

週１で放課後開放していた

昔は望来で毎週水曜に子どもが

集まる会があり、そこで遊んでいた

誰かの家で遊ぶと負担になってしまう

ため、中立的に集まれる場所が必要

月〜土

の実施

今は保育園児なので、

小学生になった時に

行かせたい

中学生は当番制にすれば

居場所に行きやすくなる

かもしれない

季節 距離

友だち

過去

子ども主体 実施日数

8. 居場所は使わないがあるといい・なくていい理由

使わないがあるといい理由 なくていい理由

自分の子どもは必要な年齢ではないが、

子どもが小学生の頃なら欲しかった

家で子どもを見ることができるため

子どもの居場所はあまり必要ない

子どもが大きい（中学生・高校生）ため、

子どもの居場所はもう必要ない

7. 子どもの居場所が厚田にあるといい理由（実施は平日か土日か）

3

1 1

1 1

2

1 1

2

1

3

2

2
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生活に必要な場所 生活が豊かになる場所

イベント 移動手段の制限と送迎の負担

サービス

コミュニティ

既存施設を活用

9. 厚田に必要なヒト・モノ・コト

スーパーがほしい

何回も治療で通う必要

があるため、歯医者が

近くにあってほしい

若い人にもっと

イベントをしてほしい

（自分も参加したい）

クリニックでは

もらえない薬が

あるため、薬局

がほしい

冬も開店する飲食店

親子で参加

できるイベント

用事がなくても行けば誰かがいる

多世代交流空間

（子どもは遊び、親はお茶を飲んでお話）

ツルハイオン

お祭り

餅つき

スポーツレク

ウィンターレク

買い物の不便さ

を減らしたい

高校生は車がないと

移動できないことに

不満を感じている

高校通学の補助が

あると助かる

札幌の高校に通っていた

子どもは土日にバスがない

ため模試を受ける際、石狩

河口橋を越えたところまで

送迎したり、前日に札幌の

ビジネスホテルに泊まった

りしていた（金銭負担が大）

移住者向けの

相談窓口がある

といい

おまかせ便カケルを使っているが、

冬の買い物は大変

スキー場

雪遊びするところ

ママ友の輪を広げたい

リップル（ピザ店）や

VAN クラシック（カフェ）で交流会

保健センター（赤ちゃんの集いを

月 1 回やってほしい）

地域住民の交流拠点と機会を設ける

若い人が集まる場所

子どものためになる場所

温泉

大人もスポーツができる場所

（ミニバレー、卓球）

カフェ

厚田の JA を復活

公園飲食店の駐車場

（八幡二と前浜の

駐車場に駐車できず、

朝市の駐車場に駐車

する人がいるため）
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子ども
子どもが

増えてほしい

その他
車があるから

ないなりに

自分たちで

解決している近くに子ども

がいてほしい

厚田だからこそ

通学費用 少ないバス 情報

厚田の歴史、自然を学び、

体験できる授業や活動の実施

子どもたちには厚田を知り、

愛せる子になってほしい

地域の人と顔を合わせる機会が

お葬式くらいしかない

明るいまちになるために

活性化してほしい

（現状は、団結力がなく暗いイメージ）

漁師さんや農家さんが講師を

務める授業があるといい

10. その他（高校生の通学情報）

高校で寮生活をする場合、

月に６万円＋光熱費が

かかる

石狩市内の高校は１ヶ月

の定期代が１万 8000 円

かかる 大学進学は一人暮らし

の準備が大変

高校の通学費は

負担が大きい

花川方面に通勤する親が子ども

の朝の送迎をしている

帰りのバスは、花畔発で 19:10 が

最終と早く、トーメン団地行き

は 20:30 が最終だがそれは遅い

ため結局、車で迎えに行く

（通学し始めてこの事実が判明）

バス代は月２万円かかる

平日限定の３ヶ月定期

は７万円前後かかる

プールの開放日の

情報は知らない

施設利用
厚田学園の一部

施設を開放して

ほしい
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札幌市立大学

堀田 ゆりあ

厚田区 集落支援員

八木沼 幸恵


